●問題解説（チャレンジ）

【１章１節】教科書p.23
１ 
⑴ ① ④［1838年ドイツのシュライデンは植物について，1839 年シュワンが動物について，細胞説を唱えた。］
②×［フックは顕微鏡でコルク切片を観察し細胞を発見した。］
③×［シュペーマンはイモリ胚で形成体を発見した人物。］
⑤×［フォークトはイモリ胚の原基分布図を作成した人物。］
⑥×［フィルヒョーは細胞説を確立した人物。］
⑵ ①×［原核生物はミトコンドリアをもって
いない。］
②○
③×［呼吸に関する酵素の働きでグルコースを分解しエネルギーをとり出している。］
④×［ミトコンドリアは水分の調節には関係していない。］

２
③
①×［真核生物の核の中にあるDNAをもとに，細胞の増殖にかかわる物質をつくるため，細胞の増殖に核は必要である。］
②×［原核生物には核は存在しない。］
④×［核は細胞小器官の一つである。］









【１章２節】教科書p.39
１
②×［従属栄養生物は，二酸化炭素を利用して自ら有機物をつくることはできない。独立栄養生物がつくり出した有機物を利用している。］

２
⑴ ⑤［細胞膜はすべての生物に存在する。］
⑵ ③［葉緑体は植物細胞に存在するが，ア～オに植物はない。］
① ②×［核とミトコンドリアは真核細胞に存在する。］
④×［細胞壁は原核細胞と植物細胞に存在する。］


















